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いま

リポジトリ担当で
取り組んでいること

これまでに

静大図書館で
出来ていること

そこで

OAアシスト機能に
期待すること



OA加速化事業による図書館システム改修

図書館システム WEKO3

利用者情報

リポジトリ(WEKO3)
情報

研究成果(論文等)管理
（JPCOARスキーマ）

登録

アイテムタイプ対応
インポートファイル
(zip)出力

業務個別入力

マイライブラリ

業務一括入力

いま そこでこれまでに



機関の研究成果を収集

図書館システム

研究成果(論文等)管理
（JPCOARスキーマ）

一括入力
フォーマット

に変換

KAKEN CiNii
Research

重複レコードをマージ
・新規登録
・メタデータをリッチにする更新登録

機関の研究成果をできるだけ
もれなく収集するための
対象と処理方法を検討中…

Web of 
Science

Scopus
Google 
Scholar

OAアシスト
機能データ

GRANTS

資金配分機関への

実績報告

PubMed

いま そこでこれまでに

Research 
Map 機関

研究者DB



データプロバイダとしてのOAアシスト機能

いま そこでこれまでに

期待

検索絞り込みを反映したダウンロードファイル

ファイル出力項目の充実

JPCOARスキーマを意識したファイルフォーマット

⇒研究課題番号(JGN)、出版者情報等を取得

⇒前回出力からの差分(新規)レコードを抽出

⇒取り込み変換を容易に [相互運用性]
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